
清教学園中・高等学校 図書館教育 

2025 年 5 月 27 日 

総合図書館 清教リブラリア 

2024 年度 事業報告

・中高合同探究学習発表会「清教学園 探究 fes.2024」を開催

・高校生一人当たりの年間貸出がついに 10 冊を越える

・　　　さん（高 2A）が探究論文で優秀賞・読売新聞社賞

・有志活動「清教アカデミカ」発足 7 年目。多様な進路への道拓く

・企画「探究大全」はじまる



さて、イエスは悪魔から誘惑を受けるため、“霊”に導かれて荒れ野に行か

れた。そして四十日間、昼も夜も断食した後、空腹を覚えられた。すると、

誘惑する者が来て、イエスに言った。「神の子なら、これらの石がパンになる

ように命じたらどうだ。」イエスはお答えになった。 

「『人はパンだけで生きるものではない。神の口から出る一つ一つの言葉で生

きる』と書いてある。」 

マタイによる福音書（4 章 1-4 節）
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Ⅰ トピックス 

中高合同探究学習発表会「清教学園 探究 fes.2024」を開催(p.13) 

これまで中学・高校それぞれで実施していた探究学習の校内成果発表会を、中・高合同での開催に変

更。「清教学園 探究 fes.2024」として、3/8(土)に実施しました。中 3・高 1・高 2 生全員が発表と参観

を行い、中 1・中 2 生は参観しました。高 3 生を除いた 5 学年(1340 名)が参加。保護者に加え、学外来

賓・参観者(43 名)も参加し、文化祭・体育祭に次ぐ学校の一大イベントとなりました。 

高校生一人当たりの年間貸出がついに 10 冊を越える(p.8) 

 長年の課題である「高校生の利用の少なさ」。2023 年度事業報告でもその増加傾向を示しましたが、

2024 年度はさらに伸び、高校生ひとりあたりの年間貸出点数は 10.4 冊を達成しました。第 69 回学校読

書調査（学校図書館協議会・毎日新聞）によると、全国平均は 1.7 冊です。一時は清教学園高校も 4.0

点にまで落ち込んだことがありましたが、近年の高校探究への授業支援、図書館活用が進んだ結果で

す。今後も高校での探究カリキュラム改訂が、学習支援における重要な課題となりそうです。 

　　　さん（高 2A）が探究論文で優秀賞・読売新聞社賞(p.11) 

「清教アカデミカ」発足 7 年目。多様な進路への道拓く(p.12) 

　さんは、『なぜネイティヴハワイアンは「ハワイ」から消

えたのか：帝国主義政策とマス・ツーリズムの中にみる孤独』

をテーマに研究し、小・中・高校生が参加できる公募の研究評

価機構の中では老舗・登竜門である「調べる学習コンクール」

に応募。優秀賞・読売新聞社賞を受賞し入賞を果たしました。 

また、「高校でも探究的な学びに挑戦したい」と発足した有志団体「清教アカデミカ」は 7 年目に。

在学中の研究が生業につながったという卒業生の活躍も報告されるようになり、探究学習の課題設定、

「自己の在り方・生き方を考えながら、よりよく課題を発見し解決していく」(文科省『高等学校指導要

領：総合的な探究の時間』)を体現する教育活動が、目に見える形で結実し始めました。 

企画「探究大全」はじまる(p.14 / p.26-31) 

18 年続いているリブラリアの探究学習。これまで学んだ生徒

3328 名のデータから、大づかみに「中学生の興味の全体像」を

分析・把握できるようになりました。清教学園図書館及び探究

科は、分野ごとに、生徒に対してどのような探究学習指導がで

きるか、どのような本を紹介できるかをまとめ、「探究大全」と

して公開を始めました。 
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Ⅱ 施設概要 

名 称：総合図書館 清教リブラリア 

所在地：〒586-8585 大阪府河内長野市末広町 623 

Tel：0721-62-6828（内線 28、29） 

代表者：理事長・チャプレン：井上良作 中学高校・校長：森野章二 

中学高校・副校長：菊岡秀行 中学・教頭：西村優子 高校・教頭：慎繁範 

スタッフ：片岡則夫（探究科非常勤講師）山根美智子（専任司書）南百合絵（探究科教諭・司書教諭）

山﨑勇気（探究科教諭）上河博美（常勤司書）前野昌子（非常勤司書） 

生徒数：中学校   454 名（1 年 155 名 2 年 149 名 3 年 150 名） 

高等学校  1314 名（1 年 468 名 2 年 418 名 3 年 428 名） 

総生徒数 1768 名（昨年度 1734 名） 

職員数    148 名（昨年度 151 名） 利用者合計  1916 名（昨年度 1885 名） 

学級数：中学校 12 学級  高等学校 33 学級  合計 45 学級 

設置： 2002 年 4 月（ 「総合図書館清教リブラリア」として現在の場所で開館） 

図書館：床面積/約 256 ㎡ （カウンター・司書室を含む） 座席数/20 席 

書庫（スタディホール・ホール上） 

業務端末/7 台 生徒検索端末/2 台 無線 LAN iPad/3 台 

蔵書管理システム/LibMax（ソフテック） 

図書館発注システム/TOOLi-S（TRC） 

総合学習室：床面積/約 98.2 ㎡ 

座席数/40 席 生徒用 PC/45 台 無線 LAN 

スタディホール：座席数/99 席 無線 LAN

ラーニングコモンズ：座席数/96 席

公式 HP・OPAC・SNS： 

HP：https://libraria.seikyo.ed.jp/ 

OPAC：https://www.lib-eye.net/seikyogakuen/ 

X(旧ツイッター)：https://twitter.com/seikyolibraria （@seikyolibraria） 

Instagram：https://www.instagram.com/seikyolibraria/ (@seikyolibraria) 

https://libraria.seikyo.ed.jp/
https://www.lib-eye.net/seikyogakuen/
https://twitter.com/seikyolibraria
https://www.instagram.com/seikyolibraria/
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Ⅲ 資料統計 

資料数は 80475 点：生徒 1 人当り 45.５点で微増 

本年度リブラリアの総資料数は 80475 点となりました。2023 年度より 2409 点の増加です。資料数増

に伴い、長期にわたって提案しているように、図書館の大規模なレイアウト変更・増築・移転が強く求

められる状況が続いています。また、生徒 1 人あたりの資料数は生徒増と廃棄数増が影響して微増とな

りました。図書館のキャパシティの問題による廃棄目標数達成のため、厳しい選定が続いています。 

1.購入図書点数 3122 点

分類 総記 哲学 
歴史 
地理 

社会 
科学 

自然 
科学 

工業 産業 芸術 言語 文学 
まんが 
絵本他 

合計 

冊数 86 125 406 613 399 211 162 350 65 655 50 3122 

％ 2.8 4.0 13.0 19.6 12.8 6.8 5.2 11.2 2.1 21.0 1.6 100.0 

2.購入視聴覚数 0 点

3.寄贈図書 247 点

分類 総記 哲学 
歴史 
地理 

社会 
科学 

自然 
科学 

工業 産業 芸術 言語 文学 
まんが 

絵本他 
合計 

一般寄贈 4 2 18 6 5 4 5 11 0 6 79 140 

PTA 学級図書費 3 6 4 20 7 1 7 10 2 47 0 107 

冊数 7 8 22 26 12 5 12 21 2 53 79 247 

4.弁償本 23 点

分類 総記 哲学 
歴史 

地理 

社会 

科学 

自然 

科学 
工業 産業 芸術 言語 文学 その他 合計 

冊数 0 1 2 3 0 1 2 1 0 13 0 23 

5．生徒作品（卒業論文等） 163 点 

分類 総記 哲学 
歴史 
地理 

社会 
科学 

自然 
科学 

工業 産業 芸術 言語 文学 その他 合計 

冊数 1 4 2 20 16 30 15 54 3 18 0 163 

6．総受入数 3555 点 

分類 総記 哲学 
歴史 
地理 

社会 
科学 

自然 
科学 

工業 産業 芸術 言語 文学 
まんが 
絵本他 

合計 

冊数 94 138 432 662 427 247 191 426 70 739 129 3555 

総資料点数の推移 生徒一人当たりの資料点数の推移 

80475(点) 

点 

45.5(点) 
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7．紛失資料数と紛失率 25 点・0.03％ 

年間紛失率＝年間紛失点数÷蔵書点数×100  

今年度被害額＝19,906 円 

紛失図書累計 2294 点 被害総額概算 343 万円 

(単価 1800 円として) 

8．廃棄数 1838 点（昨年度 1950 点） 

9．総蔵書数・蔵書構成 80475 点 

分類 総記 哲学 
歴史 

地理 

社会 

科学 

自然 

科学 
工業 産業 芸術 言語 文学 

まんが 

絵本他 
合計 

生徒作品 57 44 81 289 359 380 352 471 39 41 1 2114 

寄贈 263 328 444 613 531 212 137 617 344 3625 882 7996 

蔵書合計 2169 3774 5622 10585 10127 6188 5062 9669 2024 22685 2570 80475 

％ 2.6 4.6 6.9 13.1 12.5 7.6 6.2 12.0 2.5 28.1 3.1 100 

※生徒作品には授業テキスト・事業報告等を含む。まんが・絵本他には視聴覚資料 380 点を含む

10.生徒一人あたりの平均蔵書数 45.5 点（昨年度 45.0 点）

11.教室設置図書（すくどの本）の冊数 495 冊

分類 総記 哲学 
歴史 
地理 

社会 
科学 

自然 
科学 

工業 産業 芸術 言語 文学 
まんが 
絵本 

英語 合計 

中学 12 学級 5 7 4 28 26 2 5 10 4 206 4 30 331 

高校 8 学級 5 14 9 21 12 4 1 2 6 89 1 0 164 

合計 10 21 13 49 38 6 6 12 10 295 5 30 495 

12．教室設置図書（すくどの本）の紛失数 

中学 32 冊、高校 6 冊、計 38 冊（昨年度 32 冊）全体に対する紛失率 7.7％ 

13．雑誌 購入 21 誌・寄贈 2 誌 

アニメージュ オレンジページ（隔週） 東洋経済 学校図書館 

鉄道ジャーナル 進学通信（関西版） 私立中高進学通信 Number 

ダ・ヴィンチ THE BIG ISSUE JAPAN 日経エンタテイメント MOE 

月刊ピアノ ﾅｼｮﾅﾙ・ｼﾞｵｸﾞﾗﾌｨｯｸ日本版 News がわかる スクリーン

mg（エムジー） ロッキング・オン・ジャパン 声優グランプリ Newton 

（季刊）うかたま JICA's MAGAZINE (寄贈) ねこのきもち（寄贈） ― 

14．新聞 購入３誌 

読売新聞 毎日新聞 the japan times 

15．データベース 4 件 

朝日けんさくくん / 50 ライセンス ジャパンナレッジ Lib /1 ライセンス(職員用) 

河内長野市立電子図書館 / 生徒＋教職員全員 日本統計センターMiena’s Labo / 40 ライセンス 

年間紛失率の推移 年間紛失点数の推移 
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Ⅳ 利用統計 

貸出点数 高校生の利用が拡大し 1 人当たり 10 点越え、中学は微減 

2024 年度の 1 人あたりの年間貸出点数は全生徒で 18.1 点/年となり、昨年度より 1.1 点増。中学が

40.5 点/年と 2.2 点の微減。一方で高校は 10.4 点/年と 2.3 点の増となり、過去最高を記録しました。第

69 回学校読書調査（学校図書館協議会・毎日新聞）によると、全国平均は 1.7 冊です。 

高校の貸出点数の増加は、朝の読書の時間に行っている「出張おためし読書」などアウトリーチサー

ビスや、高校の探究系授業である「Global Studies」での担当教諭との連携の効果と考えられます。ま

た、総貸出点数は 35390 点で昨年度に比べて 2790 点増加。こちらも高校生の利用増が要因です。 

一方で、1 年間に 1 冊も借りない「未貸出者」が懸案事項です。今年度の割合は 17.6％で、昨年度

27.9％から 10.3％の大幅減となりましたが、高 3 生の未貸出率が高く、授業外の利用促進が必要です。 

開館時間：月曜日～土曜日 8：10～18：00 ※長期休暇中は別に定める 

開館日数：272 日（前年度 273 日） 

図書館授業利用時間： 

【総合学習室】20 時間/週 

中 1～3 年総合：各 4 クラス，高 2 キリスト教概論（Global StudiesⅡ）：8 クラス 

【ラーニングコモンズ】7 時間/週 

中 3 オンライン英会話：4 クラス，高 2 キリスト教概論（Global StudiesⅡ）：3 クラス 

【スタディホール】11 時間/週 

高 1 地理総合（Global StudiesⅠ）：11 クラス その他（美術の資料探し、保健など） 

貸出方法・期間 貸出点数：20 点まで／ 貸出期間：14 日以内 ※長期休暇中は別に定める 

年間総貸出点数 35390 点（昨年度 32600 点） 

利用者 1 人あたりの貸出点数［貸出密度］（ ）は前年度 

全生徒 18.1 点／年（17.0 点／年）↑ 

中学生 40.5 点／年（42.7 点／年）↓ 

高校生 10.4 点／年（ 8.1 点／年）↑ 

職 員 9.6 点／年（10.9 点／年）↓ 

開館日 1 日あたりの貸出点数：130.3 点（前年度 120.9 点） 

蔵書 1 点あたりの平均貸出回数［蔵書回転率］（年間貸出点数÷全蔵書点数）： 0.44 回 （前年度 0.42 回）

新しい本が図書館にどの程度入ったか［蔵書新鮮度］： 4.4％（前年度 4.5％） 

（蔵書新鮮度＝その年の蔵書受入点数÷全蔵書点数×100：数値が高いほど書架に新しい本が多い） 

複写申請数 39 件（昨年度 35 件）複合機によるデジタルスキャンの利用増加で減少継続 

他館借受本 246 点（昨年度 210 点）河内長野図書館他 

職員 1 人当たりの年間貸出点数推移

生徒 1 人当たりの年間貸出点数の推移 年間総貸出点数の推移 
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年間貸出統計［2024 年度］ 

分類別貸出点数と回転率 

※ 「蔵書回転率」は蔵書 1 点あたりの平均貸出回数 （蔵書回転率＝年間貸出数÷全蔵書数）
※ その他は他館からの借受本など。 

すくど文庫の分類別蔵書・貸出統計 

未貸出者率（１年間に貸出がなかった生徒職員の人数と割合） 

図書館登校生徒の状況（ ）内は前年度 

年間利用日数：213 日（150 日) 

利用生徒：17 名（23 名） 

（中 1：7 名 中 2：2 名 中 3：2 名 

高 1：3 名 高 2：2 名 高 3：1 名） 

総利用時間数：344 時間（校時/376 時間） 

中学生 高校生 総貸 開館

貸出合計 貸出合計 出数 日数

4月 1405 235 751 2391 547 819 121 1487 103 0 381 4362 21 207.7 95

5月 362 240 1080 1682 402 1598 219 2219 101 0 302 4304 22 195.6 240

6月 959 156 925 2040 272 732 228 1232 102 89 573 4036 24 168.2 154

7月 254 305 904 1463 1509 520 284 2313 178 0 153 4107 24 171.1 202

8月 210 54 141 405 185 130 148 463 65 0 0 933 25 37.3 50

9月 145 224 777 1146 811 377 246 1434 149 0 0 2729 23 118.7 316

10月 99 595 958 1652 712 296 249 1257 87 0 160 3156 25 126.2 155

11月 596 750 855 2201 262 390 202 854 151 144 0 3350 23 145.7 86

12月 205 577 1122 1904 362 294 184 840 159 0 37 2940 24 122.5 102

1月 78 974 634 1686 220 260 113 593 111 0 2 2392 20 119.6 82

2月 36 411 246 693 116 194 184 494 88 97 3 1375 18 76.4 65

3月 171 771 171 1113 193 215 55 463 124 0 6 1706 23 74.2 56

集計 4520 5292 8564 18376 5591 5825 2233 13649 1418 330 1617 35390 272 130.3 1603

予約/
リクエスト中1 中2 中3 高1 高2 高3 職員 幼稚園 教科他

1日
平均

歴史 社会 自然
地理 科学 科学

貸出
冊数
分類別
回転率

0.33 0.47 0.26 0.50 0.53 0.43 0.64 0.48 0.48 0.36

蔵書
回転率

0.01 0.02 0.02 0.07 0.07 0.03 0.04 0.06 0.01 0.10

0.44

0.02

8269 8 167

0.64

787 49 35390

合計

712 1787 1450 5338 5339 2674 3222 4620 968

言語 文学 視聴覚 絵本 マンガ その他分類 総記 哲学 工業 産業 芸術

分類 総記 哲学
歴史
地理

社会
科学

自然
科学

工業 産業 芸術 言語 文学
絵本
ほか

合計

蔵書冊数 64 97 93 259 343 93 106 196 59 1965 10 3285

貸出冊数 20 49 22 53 75 32 28 34 17 384 0 714

回転率 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 0.12 0.00 0.22

教職員 中1 中2 中3 高1 高2 高3 全体

貸出0（人） 105 0 3 5 11 17 200 341

総数(人） 168 155 149 150 468 418 428 1936

割合（％） 62.5 0.0 2.0 3.3 2.4 4.1 46.7 17.6
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長期休暇中の利用 （ ）内は前年度 

長期休暇中は、開館予定をお知らせして、10:00～15:00 で開館しています。 

開館日数：37 日（37 日） 

入館者数：1320 人（1416 人） 

貸出点数：533 点（627 点） 

返却点数：475 点（475 点） 

1 日あたりの入館者数：36 人（39 人） 

1 日あたりの貸出点数：14.4 点（17.4 点） 

1 日あたりの返却点数：12 点（13.4 点） 

長期休暇中の利用状況 

授業支援 & アウトリーチサービス 

2024 年度の授業支援は、週当たり 36 コマ中、34 コ

マ。１週間の時間割あたり図書館利用率は 94.4%でし

た。探究学習の授業、中学総合学習 12 クラス、高校

Global Studies 22 クラスが図書館併設教室で行われ、図

書館スタッフが参考文献やテーマの相談に応じました。 

中１総合学習： 「おためし読書」「はじめての探究学習」等 × 4 クラス / 1 単位 

中２総合学習： 「卒業論文への助走」等 × 4 クラス / 1 単位 

中３総合学習： 「卒業論文『なんでやねん』」× 4 クラス / 1 単位 

高１地理総合：「Global StuidesⅠ」× 11 クラス / 1 単位 

高２聖書科：「Global StuidesⅡ」× 11 クラス / 1 単位 

学級文庫「すくどの本」中学３学年 12 クラス/高校 8 クラス（希望制） 

教室の学級文庫選書と運営を図書館が請け負

うサービス。通称「すくどの本」。中学は全クラ

ス、高校は希望制で運用しています。司書と生徒

が選書した 20~24 冊の本を定期試験ごとに巡回

させ、各クラスに年間 100 冊あまりの本が届け

られました。 

「朝の読書」出張おためし読書 高校 33 クラス 

朝の読書の時間を利用し、「出張おためし読書」を実施。高校 3 学年、全 33 クラスを日替わりでまわ

りました。前日の放課後に、司書が選書したノンフィクションを生徒の机上に並べ、生徒は 1 冊を選

び、ためし読みします。その場で貸し出しも行い、貸出冊数は 167 冊となりました。 

夏期 冬期 春期 合計
開館日数 21 7 9 37
利用者(中） 224 48 44 316
利用者(高） 723 44 27 794
利用者(職） 53 24 19 96
見学者 97 5 12 114

総入館者数 1320

貸出点数 276 127 130 533
返却点数 215 116 116 447

予約・リクエスト 16 11 0 27
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Ⅴ 2024 年度の記録 

[第 28 回 図書館を使った調べる学習コンクール] 

主催：公益財団法人 図書館振興財団 

　　　さん（高 2A） 

優秀賞・読売新聞社賞 調べる学習部門 高校生の部 

『なぜネイティヴハワイアンは「ハワイ」から消えたのか：帝国主

義政策とマス・ツーリズムの中にみる孤独』 

同コンクールは、小・中・高校生が参加できる公募の研究評価機構の中では、老舗・登竜門の位置づ

けです。清教学園からは中学 3 年次の総合学習で卒業論文を書いた生徒や、図書館が有志を募って指導

する研究サークル「清教アカデミカ」のメンバーが毎年応募しています。2025 年度は全国から 12 万 3
千点の応募がありました。 

　　さんは、中学 3 年次総合学習で作成した卒業論文に高校でも手を加え、「調べる学習部門 高校生

の部」に応募。名だたる名門校の研究論文を抑えて、優秀賞・読売新聞社賞を受賞しました。ネイティ

ヴハワイアンの状況を文献調査から緻密に検討し、帝国主義政策や戦後マスツーリズムがもたらしたハ

ワイアンの受難を明らかにした点。さらに東京大学副学長であるハワイ研究者や、観光産業従事者への

取材など多様なフィールドワークを駆使し、今後の観光産業の在り方を検討した点が評価されました。 

【　　さんのコメント】 

論文作成に励んだこの 4 年の間には大変なこともありましたが、それ以上に沢山の文献や様々な業

界の方に出会うことができました。この「探究」を通して自分の興味があることを深く追求すること

ができ、自分の将来の夢を明確にすることできました。 

[第 9 回 大阪府高校生ビブリオバトル大会]

主催：大阪府教育委員会 

　　　さん(高 2B) 

中学生のころから数えると 3 回目のビブリオバトル出場になっ

た　　さん。大勢の観客の前で堂々と本紹介を行いました。バト

ラー全 21 名の中、予選グループを勝ち上がり、目標としていた本

選に進出することができました。新しい本との出会い、人との出

会いがあり、刺激的でよい経験になったことと思います。 

【　　さんのコメント】 

自分の好きなことを武器として参加できたことは自分の自信に繋がり、新たな学びを多く得ることが

できたと思います。また、同じ「本が好き」という同志の人たちと交流し、新しく学べることが沢山あ

りとても新鮮でした。機会があればぜひまた参加したいです。
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有志探究活動「清教アカデミカ」の活動が 7 年目に。多様な進路への道を拓く 

「高校でも探究的な学びに挑戦したい」という生徒が、2017 年に立ち上げた有志の活動「清教アカデ

ミカ」。図書館スタッフが取りまとめながら 7 年間続いてきましたが、参加する生徒の様々な活躍が目

立つようになってきました。中学から入学した 6 年コースの生徒だけでなく、3 年コースの生徒も、多

様なテーマで力を発揮しています。 

　　さん(高 2H)は、自身の経験から「女子サッカー選手のキ ャ
リア」をテーマに研究。数多くの文献を読みこなしながら、2024年

度は「令和 6 年度スタートアップチャレンジ甲子園(主催：大阪府 /
兵庫県)」「大阪府知事×高校生！アントレプレナーシップ激励会(主

催：大阪府/大阪産業局)」「関西大学ビジネスプラン・コンペテ ィ
ション KUBIC2025『学生の力』(主催：関西大学)」などに挑戦。

卒業論文の授業を受けていない高校入学生でありながらも、高校 2 
年生から書き始めた論文を独学で完成させました。 

また、発足から 7 年目を迎え、進学実績や卒業生の活躍も目立っ

てきました。自動車デザインを研究した生徒は進学先に特待生合格

しその後も大学で優秀な成績を収め、現在は自動車メーカーで実際

にデザインに従事しています。メディアアートを研究した生徒も情

報学領域へ進学し、大学卒業後はアニメーション映画の OP やバン

ドの PV を手掛けているとのこと。食文化や食と経営について研究

していた生徒は、大学進学後に経営学的な領域へと興味が変わり、

コンサルティング企業への就職が決定しました。

生徒自身の多様な興味関心に、多様な蔵書で応えられるのが学校

図書館です。探究学習の課題設定、「自己の在り方・生き方を考えな

がら、よりよく課題を発見し解決していく」(文科省『高等学校指導

要領：総合的な探究の時間』)を体現する教育活動が、実際に目に見

える形で、成果として結実し始めています。 

卒業生 　　さんが卒業論文の授業に TA として参加 

かねてより構想していた、中高生の卒業論文に対する

「TA(Teacher Assistant)」の可能性模索のため、立命館大学・食マ

ネジメント学部に在学中の卒業生、　　さんを採用。喜田さんは中

学 3 年間で探究学習に挑戦し、高校でも清教アカデミカメンバ ー
として、自身の研究から進路を開拓した一人。2024 年度の 11 月か

ら 3 月にかけて試験的に、後輩たちの論文指導に関わってくれまし

た。毎週木曜日の中 3 卒業論文の授業や、有志の活動「アカデミ

カ」メンバーへの研究指導を担い、教員でも司書でもない存在とし

て、中高生に様々なアドバイスをしてくれました。 
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中高合同探究学習発表会「清教学園 探究 fes.2024」を開催 

これまで中学・高校それぞれで実施していた探究学習の校内成果発表会を、中・高合同での開催に変

更。「清教学園 探究 fes.2024」として、3/8(土)に実施しました。中 3・高 1・高 2 の 3 学年全員が発表

と参観を行い、中 1・中 2 生は参観しました。高 3 生を除く 5 学年(1340 名)が参加。保護者に加え、学

外来賓・参観者(43 名,p.22 に内訳)も参加し、文化祭・体育祭に次ぐ学校の一大イベントとなりまし

た。各学年の授業概要と発表形式は以下の通りです。 

実施学年/授業名称 授業担当 テーマ 探究活動 学習者単位 
学習成果物 

形式 

中 3 

卒業論文「なんでやねん」 

司書/司書教諭 

(2 名) 

生徒の 

興味関心 

文献調査&フィールドワーク 

問い・結論・根拠の対応 
個人 

①論文執筆

②ポスター

高 1 

「Global StudiesⅠ」 

教科教諭 

(2 名) 

社会課題 

(SDGs) 

SDGs 学習/グループで相談 

アクションプラン策定

グループ 

(4 名程度) 
ポスター 

高 2 

「Global StudiesⅡ」 

教科教諭 

(2 名) 

社会課題 

(SDGs) 

文献調査/グループで相談 

アクションプラン策定

グループ 

(4 名程度) 
ポスター 

発表形式 ①：スライド発表 & パネルディスカッション(特別会場) 

関連分野を探究した 3 組の中高生が登壇。それぞれ

学習成果をスライドにまとめ、13 分間の発表を順に行

いました。発表後、登壇した 3 組の生徒が一つのテー

マについて、40 分間の公開討論を実施。ファシリテー

トを担当する教員が１名つき、議論を促しました。

発表形式 ②：ポスターセッション(一般会場) 

一般的なポスターセッション形式。参観者からから

自由に質問をつのり、研究内容を踏まえて回答しまし

た。中学生は卒業論文を要約したものを、高校生は探

究内容を A0 判 / 1 枚のポスターにまとめました。 

合同発表会は中・高探究カリキュラム連携のはじめの一歩としての位置づけです。2007 年からスター

トした清教学園の探究学習は、長らく「興味関心を学び論文を書く中学生(及び、かつて存在した高校

探究科)」「SDGs など社会課題を調べ発表する高校生」に分かれ、カリキュラムに隔たりがありまし

た。授業担当者、学習者単位、成果物など、上記表の通りです。中学で学んだ研究分野や論文執筆のス

キルが活かされない、高校での図書館利用の伸び悩みなど、中高のカリキュラムの一貫性のなさや、連

携の難しさがリブラリアにとっての課題でした。 

合同発表会は清教学園の探究学習の在り方を検討する機会にもなりました。学内外から全 86 件の意

見が寄せられ、とりわけ中学生の発表に言及する意見が複数見られました。「生徒が自分の興味関心に

基づいて深く探究している様子が伝わった」「読書を踏まえて自分で調査する、主体的な取り組みが大変

よかった」「生徒たちが自分の言葉で堂々と発表し、質問にもしっかりと答えている姿が印象的だっ

た」など、たくさんの意見を頂戴しました。運営・形式に関する意見もあり、グループ発表の熱量の差

や移動動線、会場設営など次年度以降の改善点も浮き彫りに。「賜物をいかす」清教学園のスクールモ

ットーを体現した教育活動として、今後も生徒の興味が花開くような教育活動・発表会を目指します。 
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企画「探究大全」はじまる(巻末 p.28 に原稿あり) 

清教学園リブラリアではこれまで『なんでも学べる学校図書館』 などで、

「探究学習で生徒たちは何を学んできたのか」「どんな本を提供したらいいの

か」という問いに答えてきました。この本のもとになったデータは、2007 年

からの６年間、約 1300 人分の生徒たちのデータでした。 

一方、清教学園中学の探究学習は現在、「卒業論文なんでやねん」という名

称となり、18 年目を迎えています。参加生徒の累計も 3328 名と 2013 年から

倍以上になりました。そして今日まで、データの分類項目の見直し作業を進

め、大づかみに生徒の興味を把握するための作業を続けています。 

今回、その作業が一区切りして、「中学生の興味の全体像」の図が作られ、

さらにその中の各項目について分析が加えられるようになりました。私たち清教学園図書館及び、探究

学習の授業に関わる探究科は、こうした作業を「探究大全」として順次公開することにしました。探究

の分野やテーマごとに、生徒に対してどのような学習支援ができるか、どのような本を紹介できるかを

まとめたものです。既にリブラリアの HP を通じて公開しており、学外の学術研究者・探究学習指導担

当者・学校図書館関係者などから、多くの反応を頂いています。 

今後もテーマのランキング上位 50 位までを目標に原稿化を続ける予定です。清教学園が培ってきた探

究学習の技術・経験を広く学外に公開し、様々な場で子どもが興味を学ぶような学習を支援する体制づ

くりに貢献していきます。 

Twitter 情報発信統計 

ツイート

/累計

ツイート

/年間

フォロワー

/累計

フォロワー

増加数/年 

2015 年度 153 153 192 192 

2016 年度 289 136 318 126 

2017 年度 425 126 407 89 

2018 年度 620 195 545 138 

2019 年度 728 108 642 97 

2020 年度 881 153 797 155 

2021 年度 950 69 943 146 

2022 年度 1042 92 1105 162 

2023 年度 1131 89 1186 81 

2024 年度 1268 137 1560 374 
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定例の図書館展示・企画・イベント 

テーマ展示と「図書館だより」/ 9 件

その他の特集展示・掲示 / 34 件 

時期 テーマ 備考 

4 月 
中学 72 期 卒業論文 現高校 2 年生の卒業論文の登録が済み、おひろめ 

宗田理さん追悼 『ぼくらシリーズ』ほか 

5 月 

ポール・オースター追悼 

中高生が主人公の恋愛小説 

中 1 おためし読書（フィクション編） 

中１おためし読書（ノンフィクション編） 

沢知恵さん（シンガーソングライター）記事 

雑誌「東洋経済」2024 年 5/25 号 
前年清教学園でコンサート開催 

6 月 

ヨシタケシンスケ 毎日新聞記事とともに絵本展示 

おすすめの本、研究に使った本 アカデミカで生徒が呼びかけ 

聖書科羽島先生推薦本 『日々のみことば』/プレゼンの本 

図書委員 おすすめ本＆POP（1 学期） 

海藻を調べる 理科 磯観察学習 

ルース・スタイルス・ガネットさん追悼 『エルマーのぼうけん』 

さとうわきこさん追悼 
『ばばばあちゃん』『せんたくかあちゃん』『とり

かえっこ』など 

7 月 

阿部智里『八咫烏シリーズ』 読売新聞記事とともに展示 

直木賞受賞 一穂ミチさん 『ツンデミック』ほか 

I 先生新聞投稿記事 毎日新聞（7/22） 

8 月 
高 1 M さん新聞投稿記事 毎日新聞（8/5）・朝日新聞（8・27） 

ノンフィクション作家佐々涼子さん追悼 『エンド・オブ・ライフ』ほか 

9 月 エッセイ・随筆読んでみませんか？ 中１総合「清教中学生日乗」の実施に合わせて 

10 月 

オーストラリア 中 3 修学旅行に合わせて 

文章の書き方、文章教室 中１総合「清教中学生日乗」の参考に 

ノーベル文学賞 ハン・ガン氏作品

中川李枝子さん追悼 

せなけいこさん追悼 

11 月 
谷川俊太郎さん追悼 

クリスマスの本 絵本、小説、料理、讃美歌、起源など 

12 月 

ヘビの本 巳年 

「本と出会うゾ！」 本の紹介カードと本 中 1 総合 

ボードゲーム リブラリアクリスマスの企画に関連して 

2025 年 

1 月 

図書委員 オススメ本＆POP② 

いわむらかずおさん追悼 

3 月 
曾野綾子さん追悼 

図書委員オススメ本＆POP③ 

時期 テーマ 担当 

4 月 春の本 前野 

5 月 2023 年度第 73 期卒業論文 山﨑 

6 月 本の中で世界を旅してみませんか？ 山根 

7 月 ヒヤッとする本 上河 

9 月 おためし読書（中 1 総合）ランキング本 南 

10 月 キラキラの本 前野 

11 月 生誕 100 年の作家・著名人 上河 

12 月 ボードゲーム、貸出でき〼。 山﨑 

2・3 月 別れと出会い 山根 
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企画・イベント 20 件 

宗教部・リブラリア共催「クリスマス会」 

スタディホールにおいて、宗教部・リブラリア共催の「クリスマス会」を行いました。第１部は、聖書科

羽島先生のお話に続き、有志生徒によるのど自慢大会を開催。初参加の生徒だけでなく、前年度以前からの

リピーターや先生・生徒の混合グループなどもあり盛況でした。第 2 部はストーリーテリング「ボタンイン

コ」の後、ボードゲーム大会を実施。図書館でのボードゲーム活用の第一人者、司書の高倉暁大氏をお招き

し、大いに盛り上がりました。高倉氏は沢山の種類のボードゲームをご持参の上、ファシリテートしてくだ

さったので、生徒たちは初めてプレイするゲームもすぐに楽しめているようでした。緊張はすぐにほぐれ、

時間いっぱいゲームを満喫しました。 

デジタルサイネージの活用 

2020 年よりデジタルサイネージ（電子掲示板）を、図書館出入り口 2 か所に設置しています。イベント案

内や新着図書情報、図書委員や先生方のおすすめ本を写真と動画で発信し続け、2024 年度は約 170 画面を作

成。サイネージを見て本を借りに来る生徒や教職員も増え、広報として広く活用しています。ただ、使用機

器が現在生産中止の機器であり、保守点検等のサービスもなく、動作対応する Web ブラウザも古くなってき

たため、これからの運用に課題があります。 

時期 行事・企画内容（ ）内は参加者 

5 月 
有志探究クラブ「アカデミカ」第 1 回「興味あるテーマを考える」（12 名、教職員 3 名） 

第 1 回 図書館クイズ（11 名） 

6 月 

有志探究クラブ「アカデミカ」第 2 回「自分の言葉で語る」（10 名） 

小 4・小 5 体験入学（18 名、ボランティア生徒 3 名、教職員 3 名） 

第１回 清教幼稚園リブラリア探険（参加 21 名、ボランティア生徒 18 名） 

7 月 
第 2 回 図書館クイズ（９名） 

有志探究クラブ「アカデミカ」第 3 回「トピックで討論」（8 名、教職員 2 名） 

9 月 
SG フェス 現高校１年の中学 3 年時の卒業論文展示、総合学習の作品展示、図書館の様子スライドショー 

第 3 回 図書館クイズ（10 名） 

10 月 第 2 回 清教幼稚園リブラリア探険（子ども 22、大人 15 名、生徒ボランティア 10 名） 

10・11 月 書庫（スタディホール）の書架増設 

11 月 
第 4 回 図書館クイズ（6 名） 

河内長野図書館の電子図書館利用開始 

12 月 

有志探究クラブ「アカデミカ」第 4 回「卒業生喜田さんを囲んで」（進路選択について他） 

第 5 回 図書館クイズ（11 名） 

宗教部・リブラリア クリスマス会（詳細は後述）第Ⅱ部（外部講師 1 名） 

2 月 

有志探究クラブ「アカデミカ」第 5 回「卒業生喜田さんを囲んで 2」 

第 4 回 図書館クイズ（11 名） 

第 3 回 清教幼稚園リブラリア探険（子ども 13 名、大人 10 名、ボランティア生徒 12 名） 

3 月 蔵書点検及び本棚整備、書庫の書架増設、除籍本の検討と譲渡 
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訪問者 70 件 116 名 

2024 年度のリブラリアへの訪問者は 70 件 116 名でした。新型

コロナウイルス感染症に起因する出張控え状況が落ち着き、また

スタッフによる各地でのセミナー登壇の影響もありそうです。授

業見学を希望される他校の先生、とりわけ図書館担当だけでな

く、教科所属で探究学習を担当されている先生も多く見学に来ら

れるようになりました。このうち 43 名は、3 月の中高合同「探

究 fes.」参加者数です。累計訪問者数は 2324 名となりました。 

日付 人数 所属 
代表者氏名 

(敬称略) 
訪問目的 

1 4 月 22 日 1 官公学生服 生徒からの手紙へのお礼 

2 4 月 24 日 ２ 大阪府立和泉高等学校 図書館見学・探究学習視察 

3 5 月 2 日 1 (株)紀伊國屋書店 図書館見学・打ち合わせ 

4 6 月 24 日 1 藤木新生法律事務所(卒業生) 図書館見学 

5 7 月 22 日 26 大東市立深野中学校 
図書館見学・探究学習視察 

清教学園での教員研修実施 

6 7 月 24 日 ２ トモノカイ 図書館見学・探究学習視察 

7 10 月 7 日 ２ (株)InspireHigh 図書館見学・探究学習視察 

8 10 月 21 日 1 (株)スタディラボ 図書館見学・探究学習視察 

9 10 月 24 日 １ 新潟明訓中・高等学校 図書館見学・探究学習視察 

10 11 月 11 日 １ ハワイアン航空 生徒へのインタビュー 

11 11 月 19 日 ２ 富田林市立小金台小学校 図書館見学・探究学習視察 

12 11 月 27 日 1 (株)教育と探求社 図書館見学・探究学習視察 

13 11 月 27 日 １ 大阪偕星学園高等学校 図書館見学・探究学習視察 

14 12 月 12 日 1 鹿児島高等学校 図書館見学・探究学習視察 

15 1 月 9 日 １ 川西市立明峰中学校 図書館見学・探究学習視察 

16 1 月 15 日 1 (株)ネットアドバンス 図書館見学・打ち合わせ 

16 1 月 16 日 １ 関西学院大学 図書館見学・探究学習視察 

17 1 月 21 日 ２ 新潟県立新津高等学校 図書館見学・探究学習視察 

18 2 月 6 日 ２ 羽衣学園中・高等学校 図書館見学・探究学習視察 

19 2 月 18 日 ５ 東京学芸大学教職大学院 図書館見学・探究学習視察 

20 2 月 18 日 １ 武蔵野市立境南小学校 図書館見学・探究学習視察 

21 2 月 21 日 １ 東福岡高等学校 図書館見学・探究学習視察 

22 2 月 21 日 ３ 三田学園中・高等学校 図書館見学・探究学習視察 

23 3 月 5 日 ３ 神戸大学付属中等教育学校 図書館見学・探究学習視察 

24 3 月 8 日 1 大阪キリスト教短期大学 中高合同「探究 fes.」見学 

25 3 月 8 日 1 学校法人 OCC 理事長 中高合同「探究 fes.」見学 

26 3 月 8 日 1 大阪府議会議員 中高合同「探究 fes.」見学 

27 3 月 8 日 1 文教大学国際学部国際理解学科教授 中高合同「探究 fes.」見学 

28 3 月 8 日 1 (株)ワイズコンサルティング 中高合同「探究 fes.」見学 

29 3 月 8 日 1 東京農工大学 准教授 中高合同「探究 fes.」見学 

30 3 月 8 日 1 学校法人清教学園 元理事長 中高合同「探究 fes.」見学 

31 3 月 8 日 1 
大阪公立大学 
現代システム科学域 客員研究員 

中高合同「探究 fes.」見学 

32 3 月 8 日 1 学校法人清教学園 理事 中高合同「探究 fes.」見学 

33 3 月 8 日 1 河内長野市長 中高合同「探究 fes.」見学 

34 3 月 8 日 1 名古屋学院大学経済学部 准教授 中高合同「探究 fes.」見学 

35 3 月 8 日 1 関西大学 名誉教授 中高合同「探究 fes.」見学 

36 3 月 8 日 1 読売新聞 編集委員 中高合同「探究 fes.」見学 

37 3 月 8 日 1 兵庫県立西宮南高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

38 3 月 8 日 1 埼玉県久喜市立久喜中学校 中高合同「探究 fes.」見学 

39 3 月 8 日 1 清風南海中学校・高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

40 3 月 8 日 1 近畿大学ビブリオシアター 中高合同「探究 fes.」見学 

41 3 月 8 日 1 関西大倉学園 中高合同「探究 fes.」見学 

42 3 月 8 日 1 清風南海高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

43 3 月 8 日 1 清風南海学園 中高合同「探究 fes.」見学 

44 3 月 8 日 1 新潟明訓中学校・高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

45 3 月 8 日 1 川口市立高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 
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46 3 月 8 日 1 兵庫県立飾磨工業高等学校多部制 中高合同「探究 fes.」見学 

47 3 月 8 日 1 育英西中学校・高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

48 3 月 8 日 1 大阪府立東高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

49 3 月 8 日 1 三田学園中学高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

50 3 月 8 日 1 清風南海学園中学校・高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

51 3 月 8 日 1 京都市立日吉ケ丘高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

52 3 月 8 日 1 摂南大学 中高合同「探究 fes.」見学 

53 3 月 8 日 1 追手門学院中学高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

54 3 月 8 日 1 堺市立鳳中学校 中高合同「探究 fes.」見学 

55 3 月 8 日 1 無所属 中高合同「探究 fes.」見学 

56 3 月 8 日 1 堺市立浜寺小学校 中高合同「探究 fes.」見学 

57 3 月 8 日 1 自修館中等教育学校 中高合同「探究 fes.」見学 

58 3 月 8 日 1 あすなろ高等専修学校 中高合同「探究 fes.」見学 

59 3 月 8 日 1 京都府立木津高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

60 3 月 8 日 1 立命館大学 中高合同「探究 fes.」見学 

61 3 月 8 日 1 近畿大学附属高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

62 3 月 8 日 1 ＯＫＣ株式会社 中高合同「探究 fes.」見学 

63 3 月 8 日 1 ＯＫＣ株式会社 中高合同「探究 fes.」見学 

64 3 月 8 日 1 大阪府立鳳高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

65 3 月 8 日 1 神戸大学附属中等教育学校 中高合同「探究 fes.」見学 

66 3 月 8 日 1 羽衣学園高等学校 中高合同「探究 fes.」見学 

67 3 月 11 日 ８ 帝塚山中学校高等学校 
図書館見学・探究学習視察 
清教学園にて教員研修を実施 

68 3 月 14 日 １ ノートルダム清心女子大学(卒業生) 図書館見学・探究学習視察 

69 3 月 17 日 １ mimoid.inc(卒業生) 図書館見学・学校訪問 

大東市立深野中学校が教員研修をリブラリアで実施(7 月 22 日) 

新指導要領の全面実施に伴い、学校図書館経営だけでなく、各学校からの探究学習指導に関する問い

合わせ・学校訪問が増えています。そうした中、大阪の大東市立深野中学校が、夏の教員研修の場とし

て清教学園を選んでくださいました。「自由なテーマ設定でどのようにして探究学習を行うか」「図書

館との連携」「どうやって中学生が論文を書くのか」「少人数の担当者で 150 名の論文指導ができるの

か」など様々な質問が。片岡・山﨑・南からの報告とワークショップ、卒業論文を書いた生徒に経験を

語ってもらうなど、充実した研修を目指しました。 

各校が探究学習のカリキュラムづくりを加速させる中、学校図書館を使い、自由なテーマで生徒が論

文を書く、清教学園図書館のような取り組みは多くはありません。学外からのセミナー登壇依頼も、学

校図書館関係から授業担当者へと、依頼元が変化してきました。探究学習への機運の高まりを受け、今

後もこうした教員研修会やセミナー登壇の需要が見込まれます。 
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研修参加 8 件（開催日・主催者「研修テーマ」講演者、会場［参加者］） 

・6 月 12 日（水）大阪私立中学校・高等学校図書館研究会 令和 5 年度総会および増山実氏講演会
［山根］
・6 月 28 日（金）大阪府立中央図書館 国際児童文学館「講演と新刊紹介 2023 年に出版された本」
オンライン［山根］[上河]［南］
・8 月 30 日（金）第 475 回機振協セミナー「雑誌の図書館 大宅壮一文庫と記事検索システム
「Web OYA-bunko」：民衆のライブラリーをめざして」オンライン［山根］
・11 月 29 日（金）ドルトン東京学園見学［山﨑］［南］
・11 月 30 日（土）「学校図書館の可能性」宮澤優子氏（伊勢市教育委員会事務局社会教育課子ども読
書活性化担当主幹）講演会[上河]
・12 月 12 日（木）大阪私立中学・高等学校研究会 冬の研修会「本を読まない時代の学校図書館」・
プール学院中学校・高等学校 安福朗校長講演会［山根］
・1 月 29 日（水） 豊田恭子氏(東京農業大学 学術情報課程 教授)「大統領図書館から見るアメリカ」
オンライン［山根］
・3 月 7 日（金）鎌倉幸子氏「図書館活動を価値につなげる、価値を伝える」 オンライン［山根］

寄稿依頼 8 件(発行日/著者「タイトル」掲載メディア［担当］) 

・2024 年６月 片岡則夫「新時代の図書館 安城市アンフォーレはシビックプライドの種を蒔く」『図書
館の学校』2024 年夏号［片岡］
・2024 年 9 月 樹村房『これからの高校教育とラーニングコモンズ』一部を執筆担当[山﨑]
・2024 年 9 月 片岡則夫「県立長野図書館「信州・学び創造ラボ」が拓く共知・共創の可能性」『図書
館の学校』2024 年秋号［片岡］
・2024 年 10 月 教育学系学会誌 掲載論文 査読担当[山﨑]
・2024 年 12 月 片岡則夫「“おっちゃん”がつくる、子どものサードプレイス 北勝堂 暮らしとともに
ある図書館 念々堂」『図書館の学校』2024 年冬号［片岡］
・2024 年３月 片岡則夫「学校図書館こそ『学校の心臓』：中央大学附属中学校・高等学校」『図書館の
学校』2024 年春号［片岡］
・2024 年 3 月 山形県教育委員会司書部会機関誌『らいぶらりあん 58 号』「Question１： 『１９４９
年』の探究学習のナゾ」[山﨑]
・2025 年 2 月 片岡則夫「マイテーマの探し方：探究学習ってどうやるの？(中国語版)」聯合天際(北
京)文化傳媒有限公司 Q 文庫

*2021 年に筑摩書房から出版された『マイテーマの探し方』の中国語版が、中国国内で出版されました
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学外講演登壇等 31 件 / 参加者 1591 名 (開催日・主催者「講座テーマ」会場、参加数［担当］） 

・5 月 8 日(水)足立区区中学校教育研究会「学校図書館のさらなる活用と教職員の意識の向上」西新井
文化ホール、700 名[片岡]
・5 月 17 日(金)大東市立中学校教員有志探究学習研究会「『論文とかマジで書ける気せーへんねんけ
ど』：わたしの言葉で語る、作文実践 はじめの一歩」大東市立東中学校、8 名[山﨑]
・5 月 17 日(金)昭島市図書館 図書館総合展地域フォーラム[ミニ調べる学習演習」アキシマエンシ
ス、29 名[片岡]
・6 月 9 日(日)海老名市立図書館「図書館でハカセを目指そう」海老名市立有馬図書館、18 名[片岡]
・6 月 11 日(火)文京区家庭教育講座「親子で楽しい！『自由研究』の進め方」文京区、60 名[片岡]
・6 月 12 日(水)図書館流通センター「TＲＣ研修ミニ調べる学習」小石川図書館、10 名[片岡]
・7 月 7 日(日)戸田市立図書館「君も調べものマスター」戸田市立図書館、10 名[片岡]
・7 月 15 日(月)泉大津市立図書館「調べる学習コンクール第一歩」泉大津市立図書館、9 名[片岡]
・7 月 22 日(月)大東市立深野中学校「大東市立深野中学校夏季教員研修会」清教学園図書館、30 名[山
﨑][片岡][南]
・7 月 29 日(月) 熊取町立図書館 調べ学習応援講座、15 名[南] [上河][片岡]
・8 月 3 日(土)座間市立図書館「夏休み自由研究応援講座」座間市立図書館、8 名[片岡]
・8 月 6 日(火)芦屋市図書館「じぶんで調べるっておもしろい」芦屋市立図書館本館、20 名[片岡]
・8 月 9 日(金)大阪大学 探究学習指導者セミナー「『いいこと思いついた！』が生まれる教室の作り
方」大阪大学箕面キャンパス、30 名[山﨑]
・8 月 17 日(土)熊取町立図書館 調べ学習応援講座、30 名[南] [上河] [片岡]
・8 月 20 日(火)神奈川県 SLA 大和市「教科で、総合でできる探究学習・調べる学習のはじめかた：読
みたい本があればだれでも楽しい情報発信」リモート、140 名[片岡]
・8 月 23 日(金)大和郡山市教育委員会学校司書・司書教諭向け研修「みんなで調べる学習講座」大和郡
山市図書館、25 名[片岡]
・8 月 24 日(土)座間市立図書館「夏休み自由研究応援講座 発表会」座間市立図書館、29 名[片岡]
・8 月 27 日(火)荒川区 小中学校司書教諭・学校司書夏季研修会「どうする？ 探究学習・調べる学習
―ご質問に答える 2 時間」ゆいの森あらかわ、70 名[片岡]
・8 月 29 日金守口市立金田小学校研修会ワークショップ「探究学習を語る」金田小学校、20 名[片岡]
・9 月 3 日(火) 大阪市令和 6 年度大阪市子どもの読書活動推進連絡会大阪市立図書館、78 名[片岡]
・9 月 13 日(金)国立大学図書館協会「研修会新入生の迎え方：高大接続の現状から大学図書館の取り組
みを再考する」「学校図書館を使う、テーマ自由の探究学習・卒業論文支援」大阪大学豊中キャンパ
ス、40 名＋オンライン参加[山﨑]
・9 月 20 日(金)図書館総合展フォーラム「ミニ調べる学習演習」(一般対象)行橋図書館、42 名[片岡]
・11 月 11 日(月)TRC 館長候補講義「コンクールと探究学習」本社、12 名[片岡]
・11 月 13 日(水)阪南市立図書館 「ミニ調べる学習」(司書対象)阪南市立図書館、9 名[片岡]
・11 月 15 日(金)山形県教育委員会 探究学習研修会「生徒が「いいテーマ」を思いつく探究授業の作り
方」山形県教育センター、52 名＋オンライン参加[山﨑] [上河]
・11 月 21 日(木)大阪府立東高校 令和 6 年度「総合的な探究の時間」中間発表会講評委員［片岡］［山
﨑］［南］
・11 月 22 日(金)愛知県知多地区学校図書館研究会「探究学習には図書館が必要だ：興味と本があれば
どこにでも行ける」半田高校、17 名[片岡]
・11 月 30 日(土)「第 28 回図書館を使った調べる学習コンクール」審査［片岡］［山﨑］［南］

・12 月 7 日(土)小学館グループ ネットアドバンス 探究学習セミナー「 『自己の在り
方生き方』を考えながら学ぶとはどういうことか」関西大学梅田キャンパス、40 名
＋オンライン配信[山﨑]
*当日の様子が一般公開されています。
→https://school.japanknowledge.com/case/movie_20241207seminar.html

・12 月 13 日(金)南河内地区教育研究会図書館部会「どうする調べる学習？：学校図書館が多様な探究
の鍵」藤井寺中学校、25 名[片岡]
・3 月 26 日(水)東大阪市教育委員会「東大阪市デジタル博物館を活用した調べる学習体験講座」東大阪
市役所 、15 名[片岡]

https://school.japanknowledge.com/case/movie_20241207seminar.html
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Ⅵ 課 題 

高校の探究学習カリキュラム再検討に向けて 

高校生の探究学習と進路選択が結びつくような、カリキュラムの構築を検討すべきです。これまで 18

年間を通じて、個々の生徒が興味を学び、図書館を活用して論文執筆を書いてきたリブラリアの探究学

習。一方、全国各地でリブラリアと似た実践を試みる学校が増えてきており、多くの学校で図書館活用

には至らないものの、学外人材(大学院生による TA や大学教員の指導)との連携は一般化し始めまし

た。こうした動きは、探究学習と進路を結び付ける昨今の教育状況を反映しています。 

清教学園でも、中学卒業論文の活発な利用や、進路との繋がりと比較して、高校での利用状況の伸び

悩みは長年の課題でした。依然としてどこにも真似できていない「なんでも学べる学校図書館」を、高

校でもさらに活用できれば、それは今後の清教学園の大きな強みとなります。また、個々の生徒が自由

にテーマを決めて学ぶような体制があれば、進路選択にも影響するでしょう。150 名の論文指導を 2 名

体制担う中学卒論の実践を、高校でも実施できないか。学内でのそんな機運も高まっています。 

【継続課題】配架スペースの不足を補う書架の増設 

長らく配架スペースの不足に悩まされているリブラ

リア。古い資料の廃棄や、館内の隙間スペースに書架

を増築するなどその場しのぎの対応をしてきました

が、依然として抜本的な解決には至っていません。そ

の状況は以前より事業報告で報告してきた通りです。 

2025 年 3 月末時点で、リブラリアの資料数は

80,475 点。統計を取り始めた 17 年前と比較して、フ

ロア面積を変えず蔵書数は約 4 倍に。全国屈指の利用

状況に加え、多様な図書館サービスが功を奏し、近年

は高校生の利用も増加（p.10 参照）。その利用実態に

合わせた改築が今すぐ必要です。 

【継続課題】スタッフ減によるサービス困難 

スタッフが部署外業務に割り当てられるケースが

増え続け、人員の加配も無い状態が続いています。

充実した図書館サービスの継続が困難になりつつあ

ります。分掌や学年団所属などが最たるものです。

カウンター対応はもちろん、対面・遠隔での本の相

談、読書推進活動、授業のサポート、選書・受け入

れ・整備、学内学外に向けた広報活動や研究事業な

ど運営に必要な仕事は多岐に渡り、これらに専念で

きる環境によって、全国屈指の探究学習実践と、学

校図書館経営が実現できていました。しかし、現在は学年団その他部署に常に人手が取られ、館を円滑

に運営し、利用者(生徒・教職員)に十分なサービスを提供するための機能が損なわれています。他の学

校教員の仕事と図書館経営を分け、専科スタッフとしての適切な人員配置を求めます。

新書は前後 2 段で配架。書架に入

りきらない資料は平積みの状態 

2023 年 3 月の図書館 2F の様子。仮置き状態の書庫 

天井まで資料を配置。資料を手

にとれない・選べない・危ない 
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Ⅶ 清教学園図書館リブラリアの歩み 2002～2024 

年度 主なできごと 

2002 年 

（平成 14 年） 

・現在地に図書館が移転。天井の高いホールを区切り、1 階に図書館、2 階に 120 席のスタディホー

ルが生まれる。同時に、それまで図書館であった教室が、総合学習室としてリニューアル。

2007 年 

（平成 19 年） 

・専任司書教諭着任、探究科創設・専任教諭着任

・事業報告の刊行・統計資料の充実開始

・総合学習等で年間約 400 時間の利用

・図書の廃棄基準を定め、1176 点を除籍

2008 年 

（平成 20 年） 

・蔵書管理に「ライブマックス」、書誌情報のために「Tooli-S」を導入

・レファレンス資料用の低書架を増設、スタディホールに書庫増設

・レファレンス低書架を増設、文庫棚・ビデオ棚・傾斜棚を導入

・生徒用検索端末 2 台を設置

・貸出点数を 2 点から 5 点に増加

2009 年 

（平成 21 年） 

・貸出点数 32278 点、2006 年度と比較しておよそ 10 倍弱

・年度当初のオリエテーション開始

・貸出点数を 5 点から 10 点に増加

・図書購入の見計らい開始

・雑誌棚を新設、Ｌ型低書架スタディホールに導入、総合学習室文具棚を改造

・第 13 回「図書館を使った調べる学習賞コンクール」探究科論文が文部科学大臣奨励賞・活字文化推

進会議賞を受賞

2010 年 

（平成 22 年） 

・大阪府下貸出点数一位を記録

・貸出点数を 10 点から 20 点に増加

・第 14 回「図書館を使った調べる学習賞コンクール」探究科論文が文部科学大臣賞・日本児童図書出

版協会賞を受賞

・「NRI 学生小論文コンテスト 2010」にて探究科論文が大賞受賞

2011 年 

（平成 23 年） 

・清教学園 60 周年記念事業「『探究的な学習』が賜物を生かす」開催

・文部科学省「読書活動優秀実践校」表彰

2012 年 

（平成 24 年） 

・貸出点数が増加、4 万点を突破

・「がんばった学校支援事業」補助金交付

・「図書館を使った調べる学習コンクール」受賞

・読売新聞「教育ルネサンス」（全国版）掲載

・中学新入生向けの「すくど文庫」はじまる

2013 年 

（平成 25 年） 

・文部科学省委託助成研究が終了

・『なんでも学べる学校図書館をつくる』少年写真新聞社より出版

・国際子ども図書館「調べものの部屋プロジェクト」への参加

2014 年 

（平成 26 年） 

・第 44 回「学校図書館賞」大賞を受賞

・図書館振興財団の助成決定：デジタルアーカイブ化はじまる

・スタディホールに書架を増設：収納量 3000 点増

・学級文庫「すくどの本」を中学各教室に設置：「すくど文庫」3000 点が読まれる

2015 年 

（平成 27 年） 

・第 9 回高橋松之助記念｢朝の読書大賞｣を受賞

・生徒作品のデジタルアーカイブ化が実現

・第 17 回図書館総合展にブース出展

・国会図書館「レファレンス協同データベース」に参加

・ツイッターによる情報発信を開始
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2016 年 

（平成 28 年） 

・ポスターセッションによる中学卒業研究発表会を開催

・ラーニングコモンズ開室

・「本をつなげるプロジェクト」はじまる

・リブラリア書架・総合的学習室ロッカーを各種賞金で増設

・「図書館を使った調べる学習コンクール」9 年連続入賞

・教育課程の変更により探究科終了

2017 年 

（平成 29 年） 

・リブラリア訪問者数累計 1100 名を突破

・清教学園幼稚園生による「リブラリア探険」開始

・『なんでも学べる学校図書館をつくる２』少年写真新聞社より出版

・ラーニングコモンズ本格稼働 利用者約 3000 名

・有志探究活動「清教アカデミカ」はじまる

・統計グラフコンクールに初入賞

2018 年 

（平成 30 年） 

・訪問者新記録・累計 1300 名を突破

・講談社現代新書『中高生からの論文入門』発刊

・『探究科の記録 2008～2016』まとまる

・中 3 卒業研究“論文形式”に進化

・私学教育研究所委託研究決定

2019 年 

（令和元年） 

・新型コロナウイルスの影響甚大：3 月休館・卒業論文発表会中止

・私学教育研究所委託研究実施

・小学生向け「夏休み調べ学習教室」 初の開催

2020 年 

（令和 2 年） 

・10 年来の課題「蔵書スペースの限界」：総合的学習室の図書館化を提案

・文部科学省の学校図書館事例集に Web 公開される

・コロナ禍とリブラリア：開館日数減少の中で工夫続く

①WebOPAC 構築と予約サービス開始 ②トークライブ & 動画配信企画

③全国の県立・私立の学校図書館との連携行事「ほんトーク」中学編、高校編開催

・図書館総合展オンラインに出展。来場者 200 名以上を越える

2021 年 

（令和 3 年） 

・貸出点数回復：清教中は公立中の 5.6 倍

・卒業論文「なんでやねん」の授業から『マイテーマの探し方：探究学習ってどうやるの』生まれる

・文科省「令和 3 年度学校図書館の活性化に向けた調査研究」事業実施校として指定・研究・報告

・全国の学校図書館との連携行事「ほんトーク」、学図研ニュースに掲載

・図書館の配架は飽和状態一層深刻化

2022 年 

（令和 4 年） 

・清教学園リブラリアが「Library of the Year 2022」の第二次選考対象に

・高校生への資料支援が放送大学の映像授業教材に

・卒業論文研究発表会（中学） 4 年ぶりの対面発表会を実施

2023 年 

（令和 5 年） 

・「図書館総合展 2023」出展、来場者数 251 件を達成

・高校生年間貸出点数が好調、生徒 1 人当たり 8.1 冊に

・アカデミカ生徒の論文が「調べる学習コンクール」優秀賞・読売新聞社賞

・中学総合学習「はじめての探究学習」単元で「第 3 回 情報活用授業コンクール」優秀賞受賞

・訪問者 35 件 371 名の新記録・累計 2000 名突破

2024 年 

(令和 6 年) 

・中高合同探究学習発表会「清教学園 探究 fes.2024」を開催

・高校生一人当たりの年間貸出がついに 10 冊を越える

・　　　さん（高 2A）が探究論文で優秀賞・読売新聞社賞

・有志活動「清教アカデミカ」発足 7 年目。多様な進路への道拓く

・企画「探究大全」はじまる
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